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は　 じ　 め　 に

当センター所有の「しんかい2000 」による本格的な深海調査は，昭和58 年

から始められ，昭和61 年度末までに269 潜航が行われた。昭和61 年度内にお

ける調査潜航回数は47 回で，外に21 回の試験潜航が行われている。

これら深海調査による成果を踏まえて，昭和61 年12 月には第３回の「しん

かい2000 」研究シンポジウムが関係研究者のご協力を得て開催された。

調査海域は。駿河湾，相模湾。八丈周辺海域，沖縄周辺海域，日本海で，こ

れらについて23 名の方々が講演され。 そして多くの方々が総合討論に参加さ

れた。それらをまとめ。ここに第３回報告書をお手もとにお届けする次第であ

る。

本年５月には「しんかい6000 」が着工され。 わが国は，米・ 仏と並んで深

海開発のリーダーに伍すぺく，巨きな一歩を踏み出した。

本書が今後の深海開発に役立つことを希望すると共に，今後の海洋開発のた

めに，ご指導，ご鞭撻を賜わるよう，お願いする次第である。

昭 和62 年８月

海洋科学技術センター

理事　　中　戸　弘　之
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